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	製品名: グルカゴン受容体ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	グルカゴン受容体(GCGR) ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、血糖値の調節に重要なグルカゴン受容体です。この遺伝子の欠陥は、インスリン非依存型糖尿病（NIDDM）の原因となります。[RefSeq提供、2010年1月],疾患：インスリン非依存型糖尿病（NIDDM）における特定の欠陥の候補です。40番（Ser）の変異は、一部のNIDDM患者だけでなく、非糖尿病患者にも見られます。,機能：これはグルカゴン受容体であり、肝臓でのグルコース産生とインスリン分泌の速度を制御することで、血糖値の調節に中心的な役割を果たします。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを活性化する G タンパク質と、ホスファチジルイノシトールカルシウムセカンドメッセンジャーシステムによって媒介されます。,類似性:G タンパク質共役受容体 2 ファミリーに属します。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	GLR抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COLO205細胞ライセートのGLR抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	グルカゴン受容体ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	グルカゴン受容体ポリクローナル抗体を用いたCOLO205細胞のウェスタンブロット解析

